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東京写真大 伊 藤 進 一
モ リブデン酸ガドリニウム (GMO)は,T｡-159℃ に転移点を持っ間接型強誘
電体である｡強誘電相は,パラ相のブリルアンゾーン ･コー ナー の非極性ソフトフォノ
ンが引き金 とな'って出現することが予想され,中性子散乱によって確認された｡












β= 1.6 ± 0.6




パラ相のCl1-C22- mOdeのフォノンは･2コのソフ トフォノンと結合 し得る｡
このような相互作用による減衰異常は, Pytteらによって理論的に調べられている｡








ll) two-phonon' three-phonan, four-phonon process が可能であ
ること｡









と着ているフォノンの衣が薄 くなり, ソフ トになるが極低温ではゼロ点振動により安定
化されて有限な周波数にとどまり相転移が起らない.これ厄 Barret効果として知られ
ている｡
これ らの結晶に-軸性ス トレスを加えると,ス トレス軸に直角な面内で結晶格子は膨
張 し短距醸力が減少するため格子は不安定となり,結晶が破壊 しない程度の大きさのあ
る臨界ス トレス値でコクランモー ドが凍結することが予想される｡これを誘電率のほう
から考察するために･極低温に到るまで立方相のままでいるKTaO31の (OJO)面に
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